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役　員

会　長　市原　　泰
副会長　田辺　勝美
　　　　森木　信子
理事　　成谷　佐智
　　　　岸本　俊男
　　　　奥田　輝喜
　　　　依岡　弘祐
　　　　亀井　康功
　　　　岡林　公美（行政）
監事　　和田　文明
　　　　川村　省造

評議員

谷　　　守（成畑）
安田　　勝（本田）
久米　里志（芝）
吉松　秀文（笠木）
冨田　菊美（郷）
冨田　美恵子（鉾土）
門谷　秀幸（古満目）
河野　末博（柏島）
和田　律子（安満地）
柏原　京子（小才角）
吉岡　輝喜（大浦）
津野　富侯（姫ノ井）

饌闢　孝子（周防形）
高根　美保（平山）

居宅介護支援事業所
訪問介護事業所
相談支援事業所
デイサービス「さんご」
グループホーム月のなごみ
グループホームのんびり館
有料老人ホーム高原の郷
ほっとセンター
事務局　　　職員一同

　
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
よ
り
、
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
を
取
り
巻

く
経
済
環
境
も
大
き
な
打
撃
を
受
け
、
私
た
ち
の
生
活
は
一
変
し
先
行
き
が
見
え
な
い

状
況
と
な
り
ま
し
た
。
本
会
に
も
多
く
の
生
活
相
談
が
寄
せ
ら
れ
、
相
談
者
お
一
人
お

一
人
の
大
変
さ
を
痛
感
し
た
年
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

町
民
の
皆
様
の
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
、
地
域
福
祉
活
動
を
続
け
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
対
し
ま
し
て
、
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
会
で
は
「
自
助
」
・
「
共
助
」
・
「
公
助
」
の
よ
り
良
い
協
働
体
制
を
整
え
、

本
町
の
未
来
を
見
据
え
た
「
地
域
の
つ
な
が
り
」
の
再
構
築
と
地
域
福
祉
の
推
進
に
つ

な
が
る
よ
う
、
５
ヵ
年
を
計
画
期
間
と
す
る
第
２
期
地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福
祉
活
動

計
画
も
最
終
年
に
入
り
、『
住
み
た
い
、
住
め
る
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
ま
ち
づ
く
り
』
を

基
本
理
念
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
、
と
も
に
生
き
る
社
会
づ
く

り
を
目
指
し
、
地
域
の
助
け
合
い
に
よ
る
福
祉
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
仕
組
み
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
本
年
も
、
地
域
福
祉
の
推
進
、
福
祉
教
育
活
動
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
見
据

え
、「
第
３
期
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
の
策
定
を
行
う
な
ど
、
引
き
続
き
本
会
の
活
動
に

対
し
ま
し
て
、
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
一
日
も
早
い
終
息
を
願
う
と
と
も
に
、

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
健
や
か
で
幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年

頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
三
年
一
月
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
月
町
社
会
福
祉
協
議
会
　
　

会
長
　
市
原
　
　
泰
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　令和２年度の赤い羽根共同募金運動が１０月１日から始まり、「街頭募金」出発式が町
役場玄関で行われました。会長であります岡田町長の挨拶、次いで中央共同募金会会
長メッセージを社協理事亀井康功氏が伝達、岡田町長・濱崎副町長・饌闢教育長の名
士の募金の後、共同募金運動のＰＲのために、２３人のボランティアがコロナ対策を行い
ながら街頭において募金活動を行いました。おかげさまでたくさんの善意が寄せられ
ました。いただいた募金は、高齢者・障害者・子どもの福祉や身近な地域活動、災害
支援など、皆様のすぐそばで、そして全国で役立てられます。心よりお礼を申し上げ
ます。

紙面の都合上１，０００円以上の方を掲載しお礼に代えさせていただきます。
大月町共同募金委員会会長　　岡田　順一　

合計 297,169円

令和2年 赤い羽根共同募金・募金額一覧（敬称略・順不同）
氏　　名 金　額 氏　　名 金　額 氏　　名 金　額 氏　　名 金　額

１０，０００
１０，０００
６，７６１
６，０００
５，０００
５，０００
５，０００
５，０００
５，０００
５，０００
５，０００
５，０００
５，０００
５，０００
３，０００
３，０００
３，０００
３，０００
３，０００
３，０００
３，０００
３，０００
３，０００
３，０００
３，０００
２，０００
２，０００
２，０００
２，０００
２，０００
２，０００
２，０００
２，０００

月灘 建 設 ㈱
山 岡 　 寛 宣
大月中学校教職員一同
大月小学校教職員一同
濱 崎 　 伸 一
饌 闢 　 一 洋
㈱ 今 宮 建 設
㈱ 山 本 建 設
森 下 建 設 ㈱
㈲久米自動車
依岡自動車整備工場
み や ざ き
安 岡 　 芳 子
吉 冨 　 初 美
後 田 製 材 所
大 井 田 酒 店
久 米 建 設 ㈱
コモンズ大月店
３２１ 弁 当
ママショッピングセンター
㈲ 今 宮 運 輸
市 原 　 　 泰
門 谷 　 秀 幸
中 嶋 　 順 右
山 岡 　 　 恵
大月自動車整備工場
フクモリモータース
㈲ 晃 正 工 業
㈲宮地石油店
内 原 　 英 明
久 米 　 成 功
高 坂 　 一 弘
二 神 　 晨 郎

池 履 物 店
江口写真スタジオ
大月病院事務局一同
おおつき薬局
オートサービス加藤
岡 林 石 材 店
柏 原 渡 船
㈱ 中 野 商 店
川村モータース
喫 茶 パ ル
クミ 理 容 室
佐 々山 歯 科
ス コ ー ル
田 中 建 設
つり工房正よし
デ イ ジ ー
徳 弘 美 容 室
長 岡 歯 科
長 岡 精 米 所
幡多信用金庫　弘見支店
浜 田 精 肉 店
姫ノ井給油所
ヘアーサロンかわむら
松尾サウンド
松尾自動車整備工場
ヘアーハウス　マヒト
森 石 油 店
安田自転車商会
山田海産鮮魚店
㈲佐々山石油店
㈲ミナミ電器
浅 井 　 常 幸
池 　 喜 久 子

乾 　 　 夏 夫
今 宮 　 友 和
岩 本 　 和 子
内 原 　 進 子
大 江 　 秀 明
大 黒 　 紀 子
岡 闢 　 俊 典
岡 田 　 康 一
岡 林 　 公 美
奥 田 　 輝 喜
奥 田 　 真 智
柏 原 　 京 子
兼 松 　 照 章
亀 井 　 康 功
亀井　紀美子
岸 本 　 俊 男
河 野 　 末 博
後 藤 　 福 子
小 松 　 重 冨
田 辺 　 勝 美
津 田 　 愼
津 野 　 富 侯
津 野 　 義 助
徳 弘 　 由 李
登 手 　 正
登 手 　 香 代
冨 岡 　 直 人
冨 田 　 菊 美
冨 田 　 洋 子
長 岡 　 健 二
中 野 　 房 子
中 平 　 誠
長 山 　 巖

成 谷 　 佐 智
成 谷 　 慎 治
新谷　加代功
新 谷 　 俊 明
新 谷 　 尚 文
新 谷 　 徳 子
新 谷 　 太
西 岡 　 忠 夫
西 谷 　 宣 子
橋 本 　 増 穂
饌 闢 　 孝 子
饌 闢 　 洋 子
浜 田 　 功 一
饌 田 　 隼 志
林 　 　 正 文
二 神 　 明 義
二神　小枝子
二 神 　 雄 一
堀 本 　 千 冨
前 野 　 幸 夫
町田　南州男
松 尾 　 里 美
松 尾 　 泰 子
松 田 　 満
山 本 　 金 保
横 田 　 勝 子
横山　女里子
吉 岡 　 輝 喜
吉 岡 　 利 昌
依 岡 　 弘 祐
和 田 　 文 明
和 田 　 安 信
社協全職員一同
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元
気
の
出
る
料
理
教
室
を
開
催

　
１０
月
２８
日（
水
）ほ
っ
と
セ
ン
タ
ー

調
理
室
で
『
元
気
の
出
る
料
理
教
室
』

を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
に
食
生
活

改
善
推
進
員
の
亀
井
紀
美
子
さ
ん
と

中
野
房
子
さ
ん
を
招
い
て
、
あ
じ
の

南
蛮
漬
け
や
れ
ん
こ
ん
ひ
じ
き
サ
ラ

ダ
な
ど
計
４
品
を
作
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
講
師
の
亀
井
さ
ん
か
ら
レ

シ
ピ
の
説
明
を
い
た
だ
い
た
後
、
４

班
に
分
か
れ
て
さ
っ
そ
く
調
理
に
と

り
か
か
り
ま
し
た
。
女
性
の
皆
さ
ん

は
手
際
よ
く
野
菜
を
切
り
、
男
性
は

慣
れ
た
手
つ
き
で
魚
を
さ
ば
い
た
り

と
、
お
互
い
が
役
割
分
担
を
し
な
が

ら
作
り
ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
た
料

理
は
盛
り
つ
け
し
て
、
皆
で
お
い
し

く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
予
防
の
た
め
に
、
８
月
に
開
催
し

て
お
り
ま
し
た
『
男
の
料
理
教
室
』

は
中
止
し
ま
し
た
。

　
１１
月
１３
日（
金
）前
日
か
ら
心
配
し

た
天
気
も
薄
日
が
差
し
心
地
よ
い
中
、

総
勢
８１
名
の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

準
備
体
操
を
し
た
後
、
大
月
町
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
を
出
発
し
長
沢

地
区
に
あ
る
月
光
桜
ま
で
の
コ
ー
ス

を
往
復
歩
き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
マ
ス
ク

を
着
用
し
て
の
歩
き
で
し
た
が
、
体

調
を
崩
し
た
方
も
お
ら
ず
皆
元
気
に

歩
き
ま
し
た
。
歩
い
た
後
は
室
内
で

昼
食
を
摂
り
、
地
区
サ
ロ
ン
で
使
用

し
て
い
る
輪
投
げ
や
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー

ル
等
を
使
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。

秋
の
健
康
ウ
ォ
ー
ク

老
連「
仲
間
づ
く
り
・
健
康
づ
く
り
」

老
連「
仲
間
づ
く
り
・
健
康
づ
く
り
」
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職員研修実施職員研修実施職員研修実施

　毎週月曜日、火曜日に実施しているほっとデイでは、筋力低
下を防ぐ運動、脳トレや工作などを通じて楽しく認知症予防を
おこなっています。

　１１月、１２月は世界に一つしかない自分だけのオリジナルエコバックを作りました。

　１１月２２日（日）春遠地区の防災訓
練にグループホームのんびり館の

入居者と職員も参加しました。春遠地区は毎年防災訓練を実
施しており、今年は７班に分かれての避難訓練でした。のん
びり館も住民の方に協力いただいて、施設から近い場所へ全
員で避難をしました。

地区防災訓練地区防災訓練

忘年会忘年会

地区防災訓練

忘年会

『救急法』
　９月２５日（金）・２８日（月）と二日間に分かれて
幡多西部消防組合大月分署職員を講師に招いて
実施しました。ＡＥＤ（自動体外式除細動器）
を使って、今年は新型コロナウイルス感染症を
踏まえての心肺蘇生法について学びました。救
急車が来るまでの間、命をつなぎとめるため自
分たちができることとして毎年実施しています。
今後も地域住民のために日々研鑽していきます。

　１２月１８日（金）グループホームのんびり館の忘年会を開催しました。例年地域のボランテ
ィアの方に訪問いただき、踊りや歌などを披露していただいてましたが、今年は新型コロナ
ウイルス感染予防のために、職員で音楽隊を結成し、青い山脈、南国土佐を後にしてのメロ
ディーに合わせて合唱し楽しみました。
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　令和３年２月１９日（金）午後１時３０分から大月町農村環境改善センターにおいて認知
症講演会を開催いたします。
　講師に高知県行政書士会の行政書士を招いて、誰もが自分の権利や尊厳を守り安心
した生活が送れるよう、成年後見制度等についてご講演いただきます。参加費は無料
です。多くの方のご参加をお待ちしております。

【問い合せ先】　大月町地域包括支援センター　蕁７３－１７００
　　　　　　　大月町社会福祉協議会　　　　蕁７３－１１１９

業務内容：ご利用者のお宅に訪問し、身の回りの介護を行います。（生活・身体援助サービス）
　　　　　●掃除、調理、洗濯、入浴介助、清拭等
資　　格：介護職員初任者研修課程修了（旧ヘルパー２級）・介護福祉士（資格手当あり）

　資格を持っているがブランクがある方、子育て中で仕事を始めるかどうか悩んでいる方、
子供の急な体調不良や希望の休みも柔軟な勤務体制で行っています。
　和気あいあいとアットホームな事業所で、利用者に満足いただけるサービスを行えるよう
日々頑張っています。

詳細は直接お問い合わせください。
　大月町社会福祉協議会（担当：島村）
　蕁７３－１１１９

訪問ヘルパー募集

新型コロナウイルス感染症の影響による生活福祉資金
（緊急小口資金・総合支援資金）の特例貸付について
　新型コロナウイルスの影響を受け、収入の減少等がある世帯へ生活福祉資金貸付事
業の特例措置として貸付の申請受付をしています。令和２年１２月末で受付終了となっ
ておりましたが、令和３年３月末まで受付期間を延長し、特例貸付の実施を継続する
ことになりました。申請方法など詳細につきましては、下記までお問い合わせ下さい。

大月町社会福祉協議会　【お問合せ先】℡ 7 3 －1 1 1 9
　　　　　　　　　　　相談・申込受付時間　午前９時～午後５時（土日祝日は除く）

民生委員児童委員が決まりました
　昨年１２月に決まっていなかった安満地地区の民生委員児童委員
に乾正二氏が選ばれ令和３年１月１日付で委嘱されました。なお、
一切地区と柏島地区についてはまだ決まっていません。決まりま
したら、ご報告します。

認 知 症 家 族 の 会 よ り お 知 ら せ認 知 症 家 族 の 会 よ り お 知 ら せ
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●11月9日／10日（月／火）

●ルート：芳ノ沢（小学校）→竜ヶ迫（漁協）→古泊浦→ふれあいパーク（昼食）→一切（展望台）
●今回のツアーは利用者さんからの要望で実施することになりました。

　「自分たちは大月町に何十年も住んでいるのに行ったことが無い地区がある」

　「死ぬまでにいろいろ見て周りたいね」、「昔と今ではどれだけ変わったか見てみたい」
　「何十年かぶりに来た」、「おじいさんのところに行った時に話す良い土産話ができた」
　「久しぶりの母校を見れて昔のことを思い出して懐かしい」

●毎週土曜日（15時00分～15時30分）

●お菓子やクジがたくさんあります。

●集いの日にみなさん手にいっぱいのお菓子を買っ
ていました。中にはクジを何回も何回も引く方も

いて、お目当てのものが当たらずがっかりしてい
ましたが「当たらなくても楽しいね。子どもの時
分に戻った気がする」と笑っていました。

●11月19日（木）
●地域の方がたくさんの柿を寄附してくれたので、
干し柿を作ろうということになりました。みなさ
ん慣れた手つきで皮をきれいにはぎ、あっという
間に仕上がりました。とてもきれいに干し柿がで
き、みなさんでお昼のデザートとしておいしくい
ただきました。

●ほっとセンターでは様々な地区の方が集い、年齢
や男女関係なく笑顔で一日を過ごしています。

●お昼は美味しい食事もあり、帰りはみなさん買い
物をして帰っています。

●家で一人でいる方やあまり外に出歩かない方など、
一度ほっとセンターに遊びに来てみませんか？
　同好の士や気の合う方など、今までにない出会い
ができる場所となっています。
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地　区 氏名（敬称略） 品　　目 備　　考

あ り が と う ご ざ い ま す
善意のまごころたくさんよせられて（令和２年１０月～１２月まで）
食材は配食サービスやデイサービスさんご、グループホーム月のなごみ、のんびり館、
有料老人ホーム高原の郷、ほっとセンター等で有効に活用させていただきました。

稲毛　益美
谷口　真弓
安田　健二
池川　朱美
谷岡　俊男
和田　文明

ヘアーサロンかわむら
和田さつこ
山崎　行年
岡田　善道
饌田　廣子
松岡　孝子
匿名希望
〃

中野恵津子
兼松　照章
佐伯　米子
兵頭　　茂
森下　　遵
梶原芙美子
岩越　正友
奥田　輝喜
池　喜久子
石闢　房子
芝岡　久秋
大月中学校

幡多福祉保健所
土地対策室

後藤　宗史
森木　信子

本　田
〃
〃
郷
〃
大駄場
芝
弘　見
清　王
鉾　土
平　山
〃
〃
安満地
橘　浦
本　村
〃
内　平
〃
大　浦
樫ノ浦
〃
周防形
春　遠
〃

四万十市
役　場
（寄附）
古満目
内　平

米
もち米
本
野　菜
〃
〃

衣類・古切手
野　菜
〃
〃

編みぐるみ
手編座布団
新聞ゴミ袋
介護用品
魚
野　菜
〃
〃
〃
古切手
電化製品
古切手

アクリルたわし
リース

花・野菜・果物
古切手
〃
〃

０１０，０００円
１００，０００円

各施設にて活用

社会福祉に
〃
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